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　ご存知でしたか？終身会員Life Memberとは「20年以上
正会員であり、所属クラブ、その地域社会、もしくは国際
協会に対して功績の著しい者、又は重病人、あるいは15年
以上正会員であり70歳に達している者は、国際会費全額に
代わる650ドルの納入等の手続きを経れば終身会員になるこ
とができる」と、必携に記されています。
　この度、蒲倉昌二Ｌと故柾木菊次Ｌが終身会員と認定さ
れ、例会で終身会員証書の伝達が行なわれました。蒲倉Ｌ
の証書は代理の佐藤勝宣Ｌ（福島リコピー）に手渡されま
した。故柾木Ｌはお元気な時に申請致しておりましたが急
逝されましたので、ご長男の茂様に手渡されました。
　茂様から「40年余りのライオンズライフを父は皆様とご
一緒に楽しみ、奉仕を続けて来た事を知り、有難く思いま
す」とご挨拶をいただき、その折に感謝のドネーションを
頂戴致しました。
　故柾木Ｌの穏やかな笑顔が思い出された伝達式でした。

　10月３日㈭、第一副会長加藤裕二Ｌ、姉妹クラブ委
員長冨田賢一Ｌ、髙橋良行Ｌ、齋藤和則ＬとＬ安彦の
５名で「旭川中央ライオンズクラブ結成65周年・姉妹
提携50周年記念例会」に出席してきました。旭川駅で
は早川直久会長をはじめ多くの旭川メンバーが迎えに
来てくださり感激でした。
　記念例会は早川直久会長の開会ゴングで始まり、加

２

旭川中央ライオンズクラブ結成65周年・姉妹提携50周年記念例会

藤裕二Ｌが亀岡まゆみ会長の祝辞の代読をされ会は厳
かに行われました。
　懇親会ではゴルフのパター勝負で、ボールの代わり
にジャガイモとたまねぎを使用し、なかなか難しい勝
負でとても楽しい時間を過ごさせていただきました。
　翌日は、記念ゴルフの予定でしたが、前日の雨の為
中止となり、送ったゴルフクラブは旭川の芝を見るこ
ともなくそのまま福島に送り返されるという残念な結
果でした。
　旭川中央ライオンズクラブメンバーが12名と大変少
ない人数でしたが、クラブを盛り上げ努力している姿
がとても印象に残りました。来期の福島中央ライオン
ズクラブ60周年には全員で福島に来てくれるそうで
す。その時はメンバー全員でおもてなししましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｌ安彦）

終身会員証書を受け取る柾木茂様(左)と佐藤勝宣Ｌ(右)

終 身 会 員 証 書 の 伝 達

歓迎の挨拶をする
早川直久会長
歓迎の挨拶をする
早川直久会長

両クラブの姉妹クラブ委員長による
ウィ・サーブ

両クラブの姉妹クラブ委員長による
ウィ・サーブ

懇親会でのアトラクション懇親会でのアトラクション 男山酒造にて男山酒造にて

両クラブ幹事と吉村嘉悦Ｌ(名古屋守山ＬC／写真中央)による
ライオンズローア

両クラブ幹事と吉村嘉悦Ｌ(名古屋守山ＬC／写真中央)による
ライオンズローア

亀岡まゆみ会長の代役を務める
加藤裕二第一副会長

亀岡まゆみ会長の代役を務める
加藤裕二第一副会長

（Ｌ亀岡）



◎アテンダンス　会員数53名
登録22名 公務欠席27名 出席率92％

◎ドネーション
　亀岡まゆみＬ　終身会員の伝達式が行なわれました

こと心から感謝申し上げます。柾木
Ｌのご冥福をお祈り致します。

　本田　富治Ｌ　柾木茂様、ようこそ我福島中央ＬＣ
に！お父様である、菊次Ｌの愛した
福島中央ＬＣ！一時を顧みながら、
お父様である菊次Ｌを悼んで下さい。

　藤田　紀征Ｌ　柾木菊次さんには大変お世話になり
ました。本日は息子さんの社長さん
に出席頂き本当に有難うございます。

　渡邉　繁雄Ｌ　ようやく涼しくなってきました。皆
様方にとって秋とはどんな秋でしょ
うか。

　安藤那美子Ｌ　旭川中央ＬＣの皆様、おみやげ有難
うございます。

　高橋　　進Ｌ　旭川訪問メンバーの無事を願ってます。
　菅野孝太郎Ｌ　10月よりテルサにある２階で当社グ

ループの宴会などができる f's sunp
alace(エフズサンパレス)がオープン
しました。何かある際は、一言お声
掛けください。

　小野　国信Ｌ　旭川中央ＬＣからいただいたとうも
ろこし、おいしくいただきたいと思
います。感謝！

　浦野洋太朗Ｌ　10月も頑張りましょう！
　末永　　武Ｌ　柾木様大変お世話になりました。有

難うございました。
　高田　幸雄Ｌ　蒲倉昌二Ｌ、柾木菊次Ｌ終身会員有

難うございます。
　大江　秀樹Ｌ　柾木さん、お世話になりました。ご

冥福をお祈り申し上げます。
　柾木　　茂様　御礼。

【報告事項】
９／26㈭　第１回クラブゴルフコンペ

参加Ｌ：安彦浩之・阿部節男・王　会玲
小野国信・加藤裕二・末永　武
高田幸雄・高橋　進
９：44～　ボナリ高原ゴルフクラブ

９／30㈪　第１回地区ガバナー合同諮問委員会
出席Ｌ：鈴木千惠子・根本雅昭・加藤裕二

安彦浩之
16：00～　ウェディングエルティ

10／１㈫　332複合地区ＬＣＩＦセミナー（ＷＥＢ）
参加Ｌ：佐藤久芳
14：00～　ＴＫＰガーデンシティ

PREMIUM仙台西口８G
10／３㈭　第1401回例会　　12：15～　ホテル恵比寿

３

第1401回例会  2024.10.３㈭ 12：15～
グランパークホテルエクセル福島恵比寿

◎アテンダンス　会員数53名
登録25名 公務欠席24名 出席率92％

◎ドネーション
　安彦　浩之Ｌ　公安委員髙橋Ｌ、スピーチ有難うご

ざいます。亀岡会長不在でしたが皆
さんの協力有難うございます。

　髙橋　良行Ｌ　公安委員頑張ります。本日はお世話
になりました。感謝です。

　小野　国信Ｌ　ピンチヒッター頑張ります。良行Ｌ、
スピーチ有難うございます。

　加藤　裕二Ｌ　福島県公安委員髙橋良行Ｌ、カッコ
良いです。

　鈴木千惠子Ｌ　ＦＷＴの活動に邁進しています。皆
様から小児ガンの子供ご寄付宜しく
お願い致します。ピーチスタンド宜
しくお願い致します。

　吉岡　棟憲Ｌ　福島愛育園へのご協力に感謝。
　本田　富治Ｌ　亀岡まゆみ会長の嬉し涙を見れる様！

宜しくお願い申し上げます。
　遠藤　　彰Ｌ　髙橋良行Ｌスピーチ有難うございま

す。大変な役職ご苦労様です。
　冨田　賢一Ｌ　公安委員、おめでとうございます。
　高橋　　進Ｌ 〃

 2024.10.17㈭ 18：30～
 グランパークホテルエクセル福島恵比寿第1402回例会

　渡邉　繁雄Ｌ　髙橋良行Ｌの御活躍をお祈り申し上
げます。

　藤田　紀征Ｌ　髙橋良行Ｌ県公安委員スピーチ有難
うございました。亀よし苦戦の新聞、
絶対勝利しよう。

　梅岡　昌典Ｌ　早いもので半年たちました。「実り
の秋」ですね、よろしくお願いいた
します。

　菅野孝太郎Ｌ　福島県公安委員の髙橋良行Ｌ、会員
スピーチ有難うございます。

　安藤那美子Ｌ　　　〃
　高田　幸雄Ｌ　　　〃
　浦野洋太朗Ｌ　髙橋Ｌ、改めて、県公安委員ご就任

おめでとうございます！
　齋藤　和則Ｌ　良行Ｌ、公安委ガンバッテ下さい！

身体に気をつけてね。

【報告事項】
10／３㈭　旭川中央ＬＣ結成65周年・姉妹提携50周年

記念例会
出席Ｌ：加藤裕二・安彦浩之・髙橋良行

齋藤和則・冨田賢一
18：15～　アートホテル旭川

10／10㈭　福島西ＬＣ盲導犬協会支援チャリティコンペ
参加Ｌ：安彦浩之・王　会玲・小野国信

加藤裕二
８：24～　ボナリ高原ゴルフクラブ

10／10㈭　10月度理事会　18：00～　峰亀　曽根田店
10／17㈭　ＰＲ情報委員会（会報編集会議）

18：00～　ホテル恵比寿
10／17㈭　第1402回例会　　18：30～　ホテル恵比寿
10／19㈯　第２Ｒ・第１Ｚ６ＬＣ合同アクティビティ

及び護國神社周辺清掃
参加Ｌ：クラブ三役・阿部節男・安藤那美子
遠藤　彰・加藤裕二・齋藤和則・斎藤勝夫　
斎藤英明・佐久間順・佐藤久芳・末永　武
鈴木千惠子・鈴木　豪・冨田賢一・根本雅昭
平井三義・三好正人・八島洋一・渡邉繁雄

６：30～　福島縣護國神社
10／19㈯　第２Ｒ第２Ｚ梁川ＬＣ結成55周年式典

出席Ｌ：鈴木千惠子・根本雅昭・クラブ三役
15：30～　伊達市立梁川小学校講堂

10／21㈪　第57回「お母さんありがとう作文コンクー
ル」本審査会
出席Ｌ：三好正人

13：30～　福島民友新聞社
10／22㈫　福島市内10ＬＣ三役会

出席Ｌ：安彦浩之・髙橋良行
18：00～　エフズサンパレス

10／24㈭　第２Ｒ親善ゴルフ大会
参加Ｌ：加藤裕二・安彦浩之・小野国信

白須岳史
８：00～　パーシモンＣＣ

10／24㈭　薬物乱用防止教育認定講師養成講座
13：00～　郡山ユラックス熱海

10／29㈫　第８回福島松川ＬＣチャリティゴルフ大会
参加Ｌ：加藤裕二・小野国信・末永　武

高田幸雄
８：30～　パーシモンＣＣ

10／31㈭　ＰＲ情報委員会（会報校正会議）
16：00～　クラブ事務所

11／１㈮　福島信陵ＬＣ50周年記念式典（第1403回例
会振替）16：00～　ウェディングエルティ

【連絡事項】
11／14㈭　11月度理事会　18：00～　エフズサンパレス
11／19㈫　チューリップ球根植栽　11：00～　四季の里
11／21㈭　第1404回例会（第57回お母さんありがとう

作文コンクール表彰式）
18：00～　ホテル恵比寿

11／25㈪　第２回地区ガバナー合同諮問委員会
16：00～　ウェディングエルティ

【訃　報】
◯国見ＬＣのＬ渡辺勝弘ご母堂様がご逝去されました
ご冥福をお祈り申し上げます。
【お知らせ】
◯ＬＣＩＦ1000ドル基金へ下記のライオンより献金い
ただいております。
亀岡まゆみ・安彦浩之・髙橋良行・加藤裕二

◯ＬＣＩＦ100ドル基金へ下記のライオンより献金い
ただいております。
藤田紀征・齋藤和則・高田幸雄

◯

◯

◯

◯

◯

◯
◯

◯

◯
◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
◯
◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯
◯

◯

◯
◯
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第１回クラブゴルフコンペ第２Ｒ第１Ｚ合同アクティビティ
並びに福島縣護國神社周辺清掃
第２Ｒ第１Ｚ合同アクティビティ
並びに福島縣護國神社周辺清掃

福島縣護國神社秋季例大祭
　「知っています
か、命をかけて私
達を守ってくれた
人達のことを」護
國神社の冨田好弘
宮司の挨拶はこの
言葉から始まりま
した。令和７年は
終戦80年目の年で
す。全国に52社鎮
座する護國神社
は、日本を守る為に戦歿された246万人余の英霊をお
祀りしています。父、亀岡高夫はカダルカナルの生き
残りです。生きて帰ったことを悔やみ、部下の方々の
ご家族を日本中を探しては訪ねていました。父の手帳
には亡くなった方々の名前が記されています。ボロボ
ロになった今も、そのお一人お一人の文字は鮮明で
す。「二度と戦争を起こしてはならない」との強い決
意を持ち政治家を志ました。
　何年かぶりで出席させていただいた例大祭に少し寂
しさを感じました。ご遺族の方の高齢化と減少は顕著
なものでありました。子どもは勿論、孫達へ戦争の悲
劇を伝えていく事が、今を生きる私達にできる事。小
雨降る中での例大祭。雨音は静かに歴史を語っていま
した。May Japan never conduct a way again（Ｌ亀岡）

（Ｌ安彦）

第２R第１Z合同アクティビティ第２R第１Z合同アクティビティ

本審査会風景本審査会風景

　９月26日㈭、第１回クラブコンペが開催されまし
た。場所はボナリ高原ゴルフクラブで、紅葉にはち
ょっと早かったですが、天気も最高でよいゴルフ日
和の中プレーしてきました。
　参加Ｌは阿部節男Ｌ、小野国信Ｌ、末永武Ｌ、王
会玲Ｌ、高橋進Ｌ、高田幸雄Ｌ、加藤裕二ＬとＬ安
彦の８名でした。良い天候の中景色も最高で、スコ
アも最高と言いたいところですが、景色に見とれて
ボチボチでした。表彰式は一会庵で行われ、優勝王

Ｌ、準優勝高田Ｌと
いう結果でした。
　今回は８名でした
が、もう少し参加Ｌ
が増えるともっと盛
り上がるのではない
かと思いますので、
次回は多くのＬの参
加よろしくお願いい
たします。

　10月19日㈯、恒例の福島縣護國神社周辺清掃（表紙
写真）を実施しました。信夫山公園は、今年で開園
150周年という記念の年ですので、さまざまな催しが
企画されています。当日は曇り空でしたが、前夜の雨
もあがり、暖かい朝でした。早朝にもかかわらず、第
２Ｒ第１Ｚ、６ライオンズクラブ合同によるアクティ
ビティも兼ねておりましたので、中央ライオンズクラ
ブ21名参加のほか、他のクラブからも多数の参加があ
りました。
　会員皆様の清掃活動によりまして、市民の宝である
開園150周年の信夫山公園を多くのお客様にさわやか
な気持ちで訪れていただけます。ありがとうございま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｌ八島）

　10月21日㈪、福島民友新聞社本社にて本審査会に参
加しました。審査員は民友新聞営業局次長、市内各小
学校の副校長、教諭と５名で行われました。
　活発で慎重な審査を行い、県北各小学校より寄せら
れた約200名の応募の中から各学年ごとに特選者１
名、入選者３名と学校賞を選択しました。
　選考は各学年とも甲乙つけがたく、選ばれた作品の
レベルの高さに加えて、構成力や表現力など個性豊か
な文章に驚きと感動を覚えました。
　お母さんの日常のがんばりや母へのあたたかい思
い、家族、兄弟への感謝、病気をのりこえた事、命の
大切さなど、子ども視線からみた表現力はすばらしい
ものがありました。
　子どもたちの作文を読ませていただき、審査する立
場から入選者を決める難しさをあらためて感じていま
す。最後に作品を寄せていただき関わっていただいた
関係者各位に感謝申し上げます。　　　　（Ｌ三好）

お母さんありがとう作文コンクール
本審査会に参加して
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